
　標記につきまして、令和３年度の執行状況及び実施内容を、下記のとおり報告します。

報償費 旅費 消耗需用費 維持需用費 役務費 委託料
使用料及び

賃借料
備品購入費

負担金、
補助及び
交付金

その他 合計

年間
執行額

¥124,000 ¥362,330 ¥115,690 ¥333,080 ¥64,090 ¥999,190

事業番号 成果

1 ○

4 ○

6 ◎

7 ○

12 ◎

21 ○

23 ○

2-(3)

3-(1)

5-(1)

研究・研修を通じた専門
性の向上

3-(2)

4-(3)

授業研究や校内研修の
活性化

早期相談支援の充実

校務の効率化

2-(1)

医療的ケア等に関する安
心・安全体制の構築

「見てわかる授業」づく
りの推進

キャリア教育の充実

1人1台タブレットの整備に合わせ、ノートパソコン及び付属品等の購入
を行い、機器連動を行うことにより、よりきめ細やかな授業及び様々な
五感を通じ学ぶことができるよう機器の整備を行った。

聴覚障がいを持ちながら、様々な社会で活躍する方を招き、体験談及び
実技等の講演を行った。(講師 PeachAviation株式会社 安藤紘子氏)

　　　校長　杉本　幸一

作成年月日 令和4年3月22日

経営計画番号 重点目標

1-(3)-イ
医ケア実習用人形を要介助者への処置を適切に行える技量の取得を目的
とし購入した。
教職員に対するエピペン研修(講師は小児科医師)を実施した。

令和３年度校長マネジメント経費　予算執行状況及び実施報告書

年間予算 ¥999,190

府立生野聴覚支援学校

絵本の読み聞かせ(講師 藤岡扶美氏)・人権研修(講師 臨床心理士 髙早恵
弥子氏)・道徳教育研修(講師 川﨑雅也氏)等を実施した。

早期教育生を対象にした「お楽しみ会(夏の子育て講座)」を実施した。ま
た、早期教育制度の周知及び情報交流を図った。

画用紙整理棚を購入し、出し入れ等が簡素化したため、教材作りにおける準備等
の時間が効率化した。医ケア用品移動用キャリーを購入し、複数のバック等に分
散収納して持ち運んでいた医ケア用品を1つにまとることにより、準備にかかる
時間及び忘れ物が軽減した。

主な依頼内容（物品名・支出目的等）

視知覚検査(WAVES)研修(講師①言語聴覚士 竹下盛氏 ②言語聴覚士 山
岸直美氏)やi-pad研修会_実践と教材作り等の実施(講師 株式会社エデュ
ウス 中辻孝典氏)を行った。


